
マルスダレガイ目シジミ科 石川県カテゴリーヤマトシジミ 情報不足

準絶滅危惧国カテゴリー

北海道から九州にかけての汽水域に生息。福井県では、石川県に隣接する北潟湖に生息。
国内分布

柴山潟、河北潟、邑知潟、奥原潟、ただし現状は不明。
県内分布

殻長30～50mmで亜三角形の二枚貝。殻表面は光沢のある黒褐色で内面は白色みを帯びる。
形　　態

工事による汽水域の消失や水質の悪化。（A）
生存の危機
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県内の分布

分布図はありません。

改訂版国の貝類レッドリスト（2007）で新たに準絶滅危惧にランクされたが、石川県でも本種の生息

地である汽水域の環境が悪化しているため。
選定理由

河口、潟湖や流れの影響する内湾などの汽水域に生息。雌雄異体で卵生。
生　　態

写真 (図 )はありません。


